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株

式

會

社

起

源

考

_

ニ：
.
：
；
.

,'「

阿

:
.部

：.
.：
秀

；べ

助

—

一；

":,
-;
r 

.:•
:

:

へ

::

何
れ
の
時
代
、，
.何
れ
の
處
に
株
式
#
社
な
る
も
の
が
“

徼
生
せ
し
や
に
就
き
^
は

、今
：！！

に
至
る
：迄

、
'.
經
濟
學.

者
、
經
濟
史
家
及
商
法
.學
考
の
間
に
尙
ほ
解
決
せ
ら
れ
、

ざ
る
問
題
で
あ
る
が
、
S

は
玆
に
此
間
題
に
對
す
る 

.
「

ャ
コ
ブ
、
ス
ト
リ
ユ
ア
ル」

の
最
近
の
見
解
を
紹
介
し
、

且
つ
論
評
し
て
見
た
.い
i

M
ふ
。

:

商
法
學
者
ビ
し
て
有
名
で
あ
る「

レ
ー
’マ
I

ン
し
敎
授 

が
千
八
苜
九
十
五
年
に
株
式
食
社
法
の
史
的
發
展
に
關 

.す
る
研
究
を
公
に
し
た
以
前
に
於
，て
、一

般
に
信
せ
ら

,
.
.婼

£
1

卷
，
,■
>(

一 .

さ
ニ)

雜
丨
錄
綠
邦
會
社
越
被
潜
.

;

れ
て
居
た
之
れ
が
起
源
說
は
以
太
利
を
以
て
株
式
會
社 

0 

f

i

?す
る
說
で
、即
ちr

ゼ
ノ
ア」
の「

ナ
ン
ヽ
デ
ョ
.ル 

デ
オ」

銀
行
殊
に「

ゴ
ー
ゲ
ト
シ
.ユ
ミ
ッ
トJ
.敎
授
ば
其
.著 

商
法
一
.般
史
は
於
て
同
じ
く「

ゼ
ノ
ア」

に
千
三
百
四
十 

I

六
年
ょ
6
千
五
西
七
十
六
年
の
商
に
存
し
た「

マ
ォ
ナJ. 

を
以
て
之
に
當
て
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
此「

マ
オ
ナJ
 

な
る
も
の
は
千
三
百
四
十
六
年「

ゼ
ノ
ア」

民
會
の
決
議 

で「

シ
モV

、

グ
キ
ノ
シ
ーJ

外
一1

十
八
名
が
各
自
の
資 

\

.
金
を
提
供
し
て
ニ
十
九
艘
の
戰
艦
を
象
造
し
、

「

デ
ォ 

|

ス」

及「

フ
ォ
ケ
ア
U
等
を
侵
略
し
て
、
是
等
の
地
方
に 

I

殖
民
il
l
.經
..營
を
業
€
し
た
も
の
.で
あ
る
、
次
ぎ
に「

ド 

| 

.丨
マ
ー
ン

」

敎
'授
は
：以
上
の
說
に
對
し
て
株
式
會
社
-0 

\

起
源
を
以
て
觅
に
-新
し
き
も
の
ビ
な
し
、
即
ち
十
七
世 

紀
の
.初
期
.に
於
げ
る
殖
鐘
：經
營
の
會
社
、
例
者
英
國 

東
印
度
會
社
、
：和
蘭
東
邮
度
會
社
等
を
以
て
こ
れ
が
典 

型
^
し
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
彼
れ
が
千
四
西
九
^
來 

「

ゼ
ノ
ア」

に
存
せ
し「

デ
ョ
ル
デ
オJ

钗
行
を
以
て
株
式

館
®(

#
.
.
,

i..

... ........

；

尤
:3
£
.
:
_
.:
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m
，•錄 

欲
#. 

會
社
.
ビ
認
め
し
R

不
拘(

v

r

#

ト
レ
ユ‘
ミ
ッ
ト」

敎
授
の 

「

マ
ォ
ナ」

説
に
對
し
て
はr

レ
ー
マ
ー
ン」

敎
授
ば
反
對- 

せ
^

^

術
ほ
之
.れ
が
起
源
を
以V

M

に
新
し
&

時
代
に
：
, 

锻
き
し
ff
l

_

R

就
§

て
.
は
主
と
し
て
十
七
世®

Q

株
式 

會
社
S

以
太
刺
に
於
け
る
株̂

^

社
ビ
：の
：聞̂

何
等
.の
へ 

關
係
何
等
の
'連
絡
な
し̂

云
ふ
：に
あ
名
も
、
然
かi

以

| 

太
.利
の
#

式
會
社
.ミ
チ
七
姆
紀
の
株
式
會
»
咨

I 

何
等
の
連
絡
な
-:

&
., J

ビ
が
直
ち
に
以.，て
之
れ
.
.が
起
.源

を

1

 

十
七
世
«

に
仰
ぐ
>

1

^

,、
は
な
：总
ぬ0

で
あ
る
‘
、
何
ん
；
 

と
な
れ
ば
十
四
世
粑
と
十
七
世
紀
ビ
の
間
に
於
て
他
に

I 

之
れ
ビ
類
似
の
企
業
組
織
を
見
出
し
得
る
や
も
知
れ
ぬ 

の
で
あ
る
、
此
の
點
^

關
し
て「

ヤ
/
コ
ブ
、
ス
ト
ソ
十
、デ 

ルJ

の
最
近
の
硏
究
'̂

之
か
解
爽
上
に
曙
光
^

與

ふ

る

I 

も
の
ビ
思
は
る
、
の
で
^

る
。
：
.；

I
I

'

:

論
輿
の
見
る
處
を
以
て
す
れ
ば
十
四
世
紀
ょ
り
十
七 

世
紀
頃
に
至
'る
迄r

特
に
‘
.大
な
る
資
金
の
必
®
を
.感
せ

: 

:
 

.
笫

十

ニ

輯
.八
，六

し
|
業
は
對
外
的
取
別
殊
に
殖
民
地’取
引
以
外
^
鑛
山
：
 

業
な
み
も
の
が
存
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
、、
而
し
て
努
嘴 

の
從
*
'の
硏
究
が
«
ら
海
上
方
商
.にf

れ
て
深
く
內
. 

地
一
方
面
殊
に
鑛
山
地
方
^
存
す
る
史
料
硏
究
に
從
事
し 

m
か
.つ
た
こ
も
呔
確
か
に
株
式
會
社
起
源
說
の
^
^
を 

不
透
徹
な
ら
.レ
?>
^
主
要
な
腺
因
で
あ
る
。

「
X

タ
ィH

ル
マV

クj

ミ
上
襲
太
利
の
地
方
は
旣 

に
中
世
^

^
ょ
6
鐡
«

の
*
地
ぞ
し
て
有
名
1?
，
殊
に 

之
れ
ガ
-̂
ic
.は
今
'尙
li
鐵
を
.■康
す
.る
，
.
’ィ
シ
'ネ
ル
.ぺ
ル 

ダ」

と

「

フ
ォ
^
デ
ル
シ
べ
ル；

グ」

^
で
あ
つ
た
の
.で
あ 

る
^

>
前
者
0
鐡
_

6

上
、部
換
太
刺
0「

ス
テ
ー
ル」 

市
^

て
.取
引
^

\
れ
、
.後
蒋
は「

ス
タ
ィ
ル
マ
ル
タ」

の 

「
レ
ォ
ベ
ン」

に
出
さ
れ
：た
^
で
あ
各
、斯
く
て
雨
市
の
商 

人
ば
+'
四
世
龈
以
來
.籍

業

0
進
步
發
展
比
つ
れ
.て
之 

れ
が
逢
產
额
の
猶
加
せ
し
結
果
、
玆
に
企
業
紙
織
の
上 

.
に

新

窗

喪

素

を

齋

：ら

す
0

#
要
：に
追
つ
た
も0

?
思 

ふ
、
..
.
:而

しv
r
K

オ
’，ベ
シ

」

市
：の

響

人

の

間

に

±

れ
が

取
引
を
業
務
マj

.

す
る
‘株
式
食
攀
の
劁
立
が
千
^
西
十
五 

年
R
存
す
る
^」

と

は「

レ
ォ
，ベ

ン」

市

に

現
存
す
る

千
四 

W
十
五
年
五
月
二
十五

-：： 2

の「

エA

ン
ス
ト.J 

(

塊
太
利 

大

公)

の
特
許
狀
及
千
四
西
ー
一
十
一
年
十
一
瓦
ー
ー
十
五 

•日
に
於
け
.
.る
同
公
の
御
敎
：書
の
明
か
に
吾
人
に
示
す
處
'i 

.で
、.
其
後
此
會
社
が
永
續
せ
し
こ
ギ
は
千
鸱
西
-ー
十
九I 

年
一
月
ニ
十
九
■日
.に
於
‘け
るC

ノ
リ
ト
ク
ッ
ヒJ

公
の
命
令
一 

，
に
：
同

會

社
.の
營
業
時
期
.を
更
R

+
五
年
間
繼
續
せ
し
むI 

名

文

書
め
る
，
こ
£
に
ょ
つ.て
_之
を
靜
明
す
る
を
.得
る
.の 

^

あ
：る
、
挺
に「

ス
テ
ー
ル
U
市
に
て
之
に
類
似
の
食
社
. 

姐
織
を
見
し
は
，十

六

世

紀

の

こ

V
J

で
、
ぬ

#

»
の

は
#
 

j 

■上
に
於
け
る
名
稱
は
寒
にE
i
s
s
h
a
n
i
l
u
n
g
.
c
o
n
l
p
a
g
n
i
a

一
 

ヒ
云
ふ
に
過
ぎ
.«
4
が
、
_實
際
土
、
市
其
者
€
密
接
0

、
 

關
係
を
有
し
て
居
た
こ
ビ
は
同
會
社
の
金
庫
及
帳
簿
が 

市
廳
‘の1

室
に
保
管
せ
ら
れ
た
.

i
:
V
J

、

、

又

同

會
.

■
ょ 

b
發
送
す
る
文
鲁
に
«
常
に
市
.の
紋
章
あ
る
印
が
擦
3
 

れ
て
居
た
の
で
知
る
こ
ビ
が
，出
來
る
、
‘次
ぎ
に
同
龠
社 

施
十
.三

怨

(

一
S

5) 

0
 

.錄

株

式
#
社
糧
考

の
株
主
た
る
寶
格
條
件
は
彼
の
十
七
世
紀
に
於
け
る
和 

蘭

の

株

式

會

社

が

普

ね

く

和

'蘭
人
に

對

し

て

解

放

せ

ら 

れ
し
の
せ
大
小
の
養
は
.あ
る
^
、
即

ちr
ス
テ
！
ル」 

市
在
籍
の
市
民
に
限
足
し
た
も
の
で
"
但
其
職
業
は
商 

人

た

る
.̂
手
エ
業
者
れ
る
ヾ
し
を
間
は
な
か
つ
た
の
で
あ 

る
、
次
ぎ
に
株
主
の
投
資
額
は
最
低
西「

フ
ロ
リ
ン」 

で
最
高
額
に
就
き
'て
は
別
に
制
限
な
.く
、
各
自
の
投
資 

額
に
對
し
て
«
、
.會
社
0
印
章
、
帳
筂
掛
0
署
名
、
及 

株
注
の
姓
名
ミ
其
投
資
#|
と
を
：記
入
せ
る
株
券
な
，る
も 

の
が
附
與
潸
ら
る
、
の
で
あ
る
、
斯
く
し
て
株
主
た
：る 

;«
格
を
有
せ
し
.も
©
.で
ヽ
：
其
後
、
會
社
.の
.狹
序
^
11
:1
>.、
 

或
-は
直
接
會
社
に
對
し
..て
*
失
を
與
ふ
る
慮
あ
る
も
の 

に
對
し
セ
は
之
れ
が
重
役
は
自
己
の
與
え
ら
れ
し
播
限 

に
ょ
づ
て
株
主
名
簿
ょ
6
除
ぐ
こ
S
を
得
る
の
で
あ
る 

以
上
は
强
迫
的
R
會
社
ょ
6
遠

ざ

け

ら

る

、
場
合
で
あ 

る
が
、
®

k
株
主
自
か
ら
が
S

己
の
0
凼
意
姐
の
下
に 

脅
祉
の 

一
M
た
る
こ

,̂を
辭
せ
ん
ビ
す
る
場
合
に
は
、

第十二鉞八七
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六
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‘
錄
_

株
式
會
社
越
馨 

,
 

l

i

八
八 

其
投
資
^
を
會
社
ヵ
%
年
*̂
-
に
|
定
-0
^
を
定
^
て

拂

し
.て
支
：拂
ふ
を
原
則.ビ
...
す
、

«
.、
此
場
合
に
^
て
會
^

一

, 

戾
す
を
原
則
ビ
し
、
蓄

己

む

を
#

ざ
4

舍

に

於

て

に
.錢
存
せ
る
金
額
に
：對
し
て
は
之
れ
が
請
求
S

「

ス 

|

.

い
.
：

は
會
社
が
損
失
を
被
む
ら
ざ
る
範
圍
に
於
て
、
其
：全

部

テ

I

ル」

の
.市
.民
/2
る
限
り

.、

持

分

の

配

當

を

、

.受

，く 

I, 

又
た
大
部
分
をI
時
に
償
却
す
る
こ
ヒ
あ
0

、勿
論
、斯
る
ビ
共
に
フ
恶
、
請
求
者
が
同
市
の
市
民
に
あ
ら
ざ
る

く
の
管
場
合
は
株
主
がg

社
す
る
以
前
に
於
て
會
社|

か
、
或
は
他
に
其
居
所
を
轉
检
し
場
合
に
は
投
資
額
の 

が

被

矣

.る

負

偾

寡

擔

す

る

も

の

；で
あ
る
、
而
し
て

/

殘
額
に.

對
し
て
は
響
を
受
け
な
い
で
年
五
分
の
利
子 

「

 

：

此
抵
は
現
行
商
法
ビ
多
少
類
似
の
點
を
有
す
る
の
で
あ

」

を
受
，ぐ
る
0 .
み
で
，あ
る
、3 1
に
死
&
せ
る
朱
主
の
，0

,«

一

:;
'
.る
"
即
ち
現
行
法
に
ょ
れ
ば
社
員
で
し
て
の
資
格
の
，繼
.

遨

又

.-
*

は
：倩
權
者
が
株
主
た
ら
ん
と
欲
す
る
こ
ミ
は
會 

:

.ぃ

，
：
續

中

に

生

^
た
石
債
務
及
ん
祉
前
に
生
じ
た
る
會
社
0
^
 ̂

|

社
に
ど
り
て
は
別
.に
異
議
な
き
處
で
、
但
、
此
場
合
I:

_ 

::'
::
債
務
，に
對
し
て
も
典
に
責
任
を
'«
ふ
こ
ビ
に
な
:0
て

居

:-
あ

つ

て

も

其

後

繼

者

が

「

ス
：
テ1

ル」

の
市
民
た
る
場
を 

;:
:
る
の
-1
:
あ

る

次
.§'
に
株
主
の
或
者
が
死
亡
せ
し
場
合
ー
は
灕
て
會
社
の
損
得
を
分
擔
し
、
之
れ
に
叉
し
て
後
繼 

i

て

之

れ

が

相

緣

者

义

，た

は

死

1
3者

に

對

す

名

偾
|

者
、が「

ス
ー
グ
丨

.ル
.，

の
市
戾
だ
ら
ざ
る
.場

合

に

は

其

投

資 

.

權
.者
は
：株
券
に
對
す
る
現
金
の
支
怫
を
要
求
す
る
乙
と」
額
に
對
し
て
年
五
分
の
配
當
を
受
く
る
に
®
ぎ
な
い
の 

を
得
る
も
：
然
か
も
請
求
後
半
ヶ
年
を
經
て
支
拂
は
る
で
.あ
る
、
尙
ぼ
會
社
の
經
營
資
本
は
以
上
各
株
主
0

出

, 

I
.

;

.

:

る
、
の
で
あ
る
、
尙
ほ
之
が
柳
戾
の
額
は
若
其
投
資
額
.

資
額
以
外
に
一
定
の
利
子
を
附
し
た
社
債
を
發
行
し
、

-

‘
卜
：
':
;
:が

五

百

之

れ

i

保
S
し
て
は
會
社
及

「

ス
テ
ー

ル

」

市
の
財
産 

今
に
、其
以上

.の
額
に
達
せ
し.場

合

に

は

四

年

間

に

分
^

:-
を

以

て

し

た

の.
^

次
ぎ
'に
同
會
社
炉
其
取
引
，業
務
を
遂
行
す
る
必
耍
上 

常
然
處
骰
す
可
き
經
營
方
面
に
就
き
て
.：は
普
ね
く
株
主
. 

:中
ょ
:!
>
四
人
の
業
務
擔
當
員
を
鑛
出
し
，
其
中
、I

I

人

： 

は
實
際
上
の
事
務
に
當
る
め
で
あ
各
、
而
し
て
以
上
の 

四
人
は
會
社
全
部
に
對
し
て
.其
責
任
を
.有
す
る
と
典
に 

苟
く
も
同
會
砒
に
嵐
す
る
使
用
人
は
總
て
彼
等
，の
支
配 

の
下
に
稆
す
る
の
で
あ
る
、，吏
に
'以
上
四
人
の
重
役
以 

外
に
株
主
中
ょ
り
信
用
あ
，-
^
且
つ
事
務
に
堪
猶
な
る
も 

の1
1

人
を
撰
出
し
て
總
て
金
'錢
上
の
出
納
を
司
ら
し
め 

る
.
.の
で
あ
る
、
而
し
て
四
人
の
重
役
ミ
ニ
人
の
金
餞
出 

納
者
の
報
酬
は
別
に1

定

の

規

定

な

ィ

只

だ

年

々

會

社

， 

•の
收
益
狀
籠
に
ょ
つ
て
之
れ
に
報
ゆ
る

-*
.
一
 
ビ
に
な
つ
て 

^

ん
の
で
あ
る
。

,

’:•
一
 

' 

E

.

.

以
上
、：
述
べ
し
が
如
き「

ス
夕
1

ル」

市
の
鐵
取
引
を 

業
務
ビ
す
る
株
式
會
社
に
直
接
"
範
.を
ビ
つ
た
ビ
：思
は 

る
、
の
は「

ィ
グ
ラ
ク」

の
毛
織
物
商
寧
會
社
で
あ
る
、

笫
十
三
聲C

H
O
S
)

1.
雜-
錄姝武會社起诞考

而
し
て「

ィ
グ
ー
ソ..ゥ」

は
.

「

、へ
I
 
.メ
.
ン

■「

メ ー

.ゼン

」

 

ど
の
國
境
に
近
き
獨
逸
の一

小
市
で
、
中
世
以
來
鑛
山 

業
と
共
に
毛
織
物
工
業
を
以
て
有
名
で
あ
つ
た
が
、
後 

者
は
十
六
世
紀
に
及
ん
で
之
れ
が
販
路
の
縮
少
？
經
營 

,
資
本
の
贫
弱
な
る
結
果
か
ら
、

1

般
に
事
業
の
不
振
に 

陷

ク

し
を
以
て
、
之
れ
を
挽
問
す
る
方
法
と
し
て
茲
に 

同
市
の
織
物
取
^
?業
務
に
從
事
す
る
も
の
を
中
心
？
し 

て
株
式
會
社
の
，劍
立
を
見
る
に
.至

つ

た

の

で

あ

る

、
尙 

ほ
.此
會
社
の
組
織
內
容
に

.就

きV

現
時「

ィ
ダ

，ラ

ク」

市 

•文
書
館
.の
.所
藏
：に.か
S

る
'皇
帝「

ル
ー

ド
ル
フ

」

一 

特
許
狀(

罾

W
九
十
ニ

年
六
月
十
七
日
付)

に
ょ
れ
. 

ば
此
會
社
の
株
主
.た
'る
賢
格
は
總
て
同
市
の
本
籍
*
に 

限
定
せ
ら
れ
"
但
、
富
め
る
ビ
貧
し
き
ビ

果
た
中
流
階 

級
た
る
S
は
少
し
も
問
靡
と
な
ら
ず
、
只
だ
贫
し
き
翁 

に
し
て
株
主
た
b

得

名

爲

め

に

一

株
を
數
等
分
し
て
，各 

自

其

：1

.

.所
«

し
得
冬
方
法
女
講
じ
.た
0
で
あ
る
、 

次
ぎ
に
此
會
社
の
主
な
る
營
業
は1

面
、「

ベ
ー
メ
ン
K

第

十

二

號

八

九

，
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•

贫
士
盡
'

C
六II.

六)

雜

.錄

：

磨
淡
會
社
越
海
考
.：：
 

.館
十
.ニ

號

^

}

I
メ

レ
ご
其
他
の
地
方
S

出
す
气
羊
毛
.の
買
込
會
社
の
得
た
利
益
は
非
難
の
多
が
つ
ね
'
,に
不
拘
、
比
較
.

み
、
之
れ
を
：「

ィ
グ
ー
フ
ゥ
ち
市
の
毛
織
物
業
者
及
帽
芋 

證

人

R
•

交
：
附
ず
る
ピ
共
に
、‘

彼
等
.の
'製
品
を
遠
く
枝 

匈
牙
利
及「

ジ
ーV

シ
ブ
ル
ゲ
ン」

地
方
の
市
場
に
供 

給
せ
し
も
の
で
あ
る
、
；伹
、
此
會
社
ょ
り
原
料
の
典
給
一 

を
，受
け
且
つ
其
製
品
の
腋
寶
を
依
賴
す
る
も
の
は
、
同

| 

w
tt
他

ょ

り

原

料

の

供

給

を

、受

け

、
，又
だ
他

.に

製

品

の\ 

賣
込
を
禁
じ
た
；‘の
で
あ
る
、
爾
ほ
此
會
11
は
本
來
、
獨

| 

占
的
意
義
を
有
甘
ざ
^

^
も
の
な
る
も
、
其
後
、.士
立 

:職
の
方
而
ょ
6
多
少
非
難
の
職
を
聞
く
に
至
>
、
千
七 

W
1 

〗

+

五
年
に
於
，て
31
に
新
會
社
0 -
組
織
を
見
る
：に
至

\

 

つ
た
の
で
あ
各
、'
尙
ほ
最
後
0
例
證
ビ
し
て
見
る
可
き 

も
の
は「

ア
ム
べ
ル
：グ」

錫V

リ
キ
#
社
で
：あ
る
、
此

| 

#

社
は
前
の
場
合
ビ
異
な
' つ

て

云

は

ば

半
^ '
半

民

會

社

で
:f
i

株
主
中
に
は「

パ
ィ
エ
ソ
ル
.ン
し
の「

フ
ブ
ド
タ
ッ
ヒ,

,

公
其
他
、
當
時
の
政
府
に
於
け
：：る
要
购
の
人
々
を
網
羅 

し
た
の
で
ぁ
る
、
.而
し
て
斯
ィ
の
如
'^
紐
織
に
ょ
っ
て

的

長

く

獨

占

的

地

位

'を

維

持

し

た

乙.VJ

で
あ
る
が
、
然 

し
他
の
~
.
1而
か
ら
見
れ.ば
屢
.々

會

社

の

資

金

.が

政

府

方
 

面
に
利
用
せ
ら
れ
る
«

會
を
'生
む
に
S

つ
た
の
で
あ
'る 

現
，に
千
，五
；6
五
.十
¥「

フ
_ジ
ド
ソ
ッ
ヒ」

は
,3
千

「

フ
ロ 

リ
ン」

を
一
年
間
同
會
社
か
ら
無
利
子
で
補
給
を
仰
い 

こ

ゝ

が

あ

ヶ

、
又

：、
千

五

?!
九

十

五

年

以

來

は

每

年

其
 

.刺
«
の
幾
部
分
を
收
む
，る》J

ど
に
な
つ
た
の
で
あ
る
、
 

尙
ほ
會
社
の
業
務
を
遂
行
す
る
上
R

於
て
之
れ
が
支
配 

#
,を
：惟
1っ
て
ゐ
：る
の
は
同
.會
.社

の

號

资

役

で

、
.
屢

々

會
 

社
：に
關
す
る
文
書
中
に
はr

a
t
h
0

名
稱
を
以

て

.®
は
さ 

れ
て
居
る
‘の
で
あ
る
。：

:

闼

「
ヤ
コ
ブ
：、
ス
ト
リH

デ
ル」

は
：以
上
联
げ
し
如
き
企 

業
組
織
が
如
何
な
る
意
味
に
於

で
以
太
利
の
株
式
#

«
 

と
和
蘭
の
株
，式
會
社
'の
中
問
的
地
位
を
占
む
る
か
ド
就 

，き
て
全
然
說
明
.を
し
.て
お
ら
ぬ
の
'で
あ
る
が
、
論
者
の

見
る
.處
で
は「

ス
r

l V」

市
に
設
け
ら
れ
し
株
式
會
社 

の
如
き
同
市
に
移
住
l y
M

p

し
教
に
上
り
て
生
と
し
て 

營
ま
れ
し
こ
S
ミ
常
時
、
以
太
利
人
に
し
て
此
方
而
の
. 

.
«
u等
に
.活

動

せ

し

も

の

、
あ

^

c\

し
こ
'
;と
は
.、

力

ら

、 

其
間
に
以
太
利
の
仓
業
鈕
織
を
.輸
入
し
得
る
餘
地
存
せ 

し
が
如
し
。

(

完)

:;
: 

■

.
l
l
v
{
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)
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c
/
\
(
l
{
/
\
/
v
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/
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l
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マ

ァ

シ

：：ヤ

>

敎

按

0'
2

&

邑

.

.

評

論

梗

概

三

_邊

金

ペ

藤

-

ホ
ヰ
ツ
ト
レ
'
'ィ
報
^
中
に
唱
遨
せ
ら
れ
あ
る
工
場
委 

員
及
聯
合
産
業
會
議
の
制
度
は
、:.
'
勞
働
者
を
し
で
闾
職 

組
#
に
ft
し
て
.忠
實
次
.な
ど
共
に
、
而
じ
で
又
時
は
.は
：
 

其
に
.も
優
り
-て
、：：.同
-
產
業
は
從
事
す
る
他
の
勞
働
者 

に
對
し
て
忠
實
な
ら
し
め
んV」

す
る
運
動
の 

一
«
を
稍

,
第
ャ
三
怨
，

(

'

M

£七)

雜
-

錄

々
具
體
化
せ
る
.も
.の
^
謂
，ふ
可
き
な
る
が
、
ナ
シ
ョ
'ナ 

k

 

•
ギ
押
ゅ
0

翦
求
も
亦
れ
此
述
動
後
援
を
得
た 

る
も

の
な
る
な
然
か
も
最
近
時
に
於
て
特
に
優
勢 

ビ
な
れ
る
此
運
動
は
.、

I..

世
紀
.前

に

，
生

せ

る

運

動

ビ

は

. 
|

全
く
疋
反
對
の
方
向
に
走
る
も
の
ビ
■

す
可
き
な
b
° 

蓋
し
十
八
世
紀
ょ
纟
移
り
て
十
九
世
紀
に
入
る

や
手
工 

業
親
方
*

の
所
有
に
.か
：

A

る
作
業
場
は
慶
勢
な
る
產
業 

單
位
た
る
の
實
を
失
ひ
、
' 夫

ょ

り

麗

に

一

一

世

代

を

經

た

： 

名
後
に
：於
て
は
、
灌
注
は——

昔
嘗
つ
て
勞
働
潘
た
り 

し
者
U

V
も
1

専
ら
大H

場
の
組
織
S

財
，政
的
方
面 

と
に
#

掌
す
る
に
至
b

/a
れ
ば
な
り
。

十

九

做

紀

末

は

至b
て
は
、
IK
1

一
X
業
內
に
於
で
#

一
ま
る 

>作
業
の
«
類
極
め
て
氣
種
多
樣
ビ
«
り
た
る
が 

一
爲
め
.、
、
是

に

從

事

す

る

各

種

職

H

間
の
共
同
的
絲
帶
も 

亦
^
破
れ
.で
各
個
の
職
1£
:は

勞

银

其

他

の

事

項

に

關

し

+ 

揩
導
ビ
援
助.ど
&
各
自
の
組
合
に
求
ひ
る
：
に

0

t

 

o 

從
つ
て
組
合
に
對
す
る
忠
誠
の
觀
念
は
其
高
侦
な
る
情

$

0
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